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地層の舞い

地層の白い縞目の部分がまるで踊っているよう

な形で見る人によっていろいろな印象を受ける

だろう抽

ここでは静と動を内に秘めた優雅な周本の舞い

を連想して題名をつけた次第である串これは三

浦半島の城ヶ島海岸に露出する第ε紀層堆積岩の

模様を擦ったものでよく成層した地層の中に

黒い縞冒をつくる砂岩とぞ夢)間に挾凄れた面白

い形の白い凝灰岩が識別される.この形は“ほ

のお状構造主ともよばれもともと砂岩も白い凝

灰岩も水平にたまったが上のあらい砂岩の方が

重いため下の凝灰岩のなかにゆっくりとめり込ん

でいったために生じたものである｡三浦半島は

その海岸美によって観光地色風最写真の撮影地と

して有名であるがこのようなさ凄さ漢な地質現

象を観察する絶好の場所ともなっているのである.

人撃暴動

小関率治鉱床部長の退職にとも仙1次⑳と創〕人事異動

が行なわれた

贈閏昇地質調査所鉱床部長(併任鉱床部核際料資源

課長)

以上昭和43年5月ユ0日工薬技術院

小林勇東北工業技術試験所長(旧地質調査所地質部長)

栓藤光之助併任地質調査所地質部褒(現地質調査所長)

以､1二目名利43年6月20日工業技術院
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溝ノロ水脈芽)電話燭番が7則湘から次のように変更になリ

業した
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